
平和を守り
いのちとくらしを守る年に

コロナ禍の中で新年を迎えました。戦争放棄を定めた憲法９条を要とする平和憲法の重

要性がますます大きくなっています。印西・九条の会として「平和を守り、いのち・くら

しを守る」をスローガンに、草の根の取り組みに挑戦していきたいと思います。

★ 憲法９条をいかした平和外交を

先の総選挙の結果、改憲の動きが一気に強まりました。岸田首相は年頭所感で「(改憲

は)本年の大きなテーマ」と前のめりの姿勢を示しました。衆議院憲法審査会では、自民

党が「改憲４項目」をベースにした審議をもとめ、コロナ対策を口実にした緊急事態条項

創設を求める意見もだされました。岸田政権は、敵基地攻撃能力保有を明記する防衛計画

大綱などの見直しや軍事費をGDP２％への大軍拡を進めようとしています。中国が覇権主

義を強めるもとで、日本も「軍事対軍事、武力には武力」の道に進むのか、憲法９条をい

かした平和外交に立ち戻るのか、今、その岐路に立っています。

★ 核兵器のない世界をめざして

史上初めて核兵器を違法化した核兵器禁止条約の発効（２０２１年１月２２日）から間

もなく１年です。昨年の国連総会では条約発効を歓迎する発言が相次ぎ、１２８カ国の賛

成で条約への参加を求める決議が採択されました。批准国は増加し、「核兵器のない世界」

をめざす流れは大きく発展しています。一方、核保有国は核戦力を増強しつつ禁止条約へ

背を向け、唯一の被爆国日本政府もこれに追随しています。本年を、このような流れを乗

り越えて核兵器廃絶という人類の悲願に向けて前進する年にすることが求められます。

★ いのちとくらしを守る新しい政治を

新型コロナ下の２度目の新年も、オミクロン株感染拡大への警戒が求められ緊張が続き

ます。コロナに直撃され困窮する人の増加も深刻で、各地で相談・支援活動が取り組まれ

る越年になりました。

２年におよぶコロナ禍は日本と世界が抱える多くの矛盾を浮き彫りにしました。憲法の

精神でコロナを乗り越え、未来を開く新しい政治を実現する年にしていきましょう。

（K.H）
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憲法を改正し「戦争する国」にす

る動きが急を告げています。今、市

民が声をあげていくことが必要です。

「憲法改悪を許さない全国署名」の

取り組みが全国で開始されました。

草の根の署名運動を展開し、平和を

守る世論を広げましょう。

印西・九条の会世話人までご連絡

下さい。署名用紙をお届けします。

また、集めて頂いた署名を受け取り

に伺います。

【世話人】

宮川 伸 info@smiyakawa.com

加藤亮二 090-4677-4940

志和 孝 080-6599-6490

廣瀬邦治 090-1706-2572
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あなたも九条の会に
参加しませんか？

印西・九条の会は２００５年に発足し、

今年で１７年目を迎えます。

講師の先生をお招きし「憲法を知り考え

るつどい」を開催してきました。日本国憲

法の３大原則「平和主義」「国民主権」

「基本的人権の尊重」について分かりやす

くお話していただき、また、自由権、参政

権、社会権などの国民の権利について、身

近な問題として知り学ぶことができます。

「会」の申し合わせをお読みいただき、

ぜひご参加ください。
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印西・九条の会 申し合せ

１．名称 会の名称は印西・九条の会とします。

２．目的 この会は、「九条の会」アピールに賛同して、第九条をかなめとする

日本国憲法を守るために活動します。同時に、日本国憲法を守ろうとす

る他の会との交流・連携・共同をめざします。また、会員相互の親睦を

はかります。

３．会員 この会は前項の目的に賛同する人で構成します。この目的に賛同する人

ならば誰でも会員になることができます。会員の活動は各人の自由意思

にもとづきます。

４．事務所 会の事務所は印西市内におきます。

５．世話人会 会には世話人会をおきます。世話人会は会員のなかから自薦他薦で選

出された若干名とします。世話人会は定例会議を開き、また必要に応

じて臨時に会議を開きます。

６．会員の権利 会員はいつでも自らの意見を世話人会へ伝えることができます。

また、会員が求めた場合は、世話人会はこれをすみやかに協議し、

その結果を会員に知らせます。会員は世話人会へ出席し、意見を

述べることができます。

７．全体の集会 世話人会は年１度を目安にして全体の集会を招集します。全体の

集会では、活動の報告をし、今後の方針などをたてます。

８．会計 会は会員から会費を徴収します。会費の額は年間１０００円とします。

また、寄付金を受けつけます。会は会計をおき、会計が会費および寄附

金を管理します。会計は収支の状況を会員へ報告します。

２００５年６月１２日 制定

２０１８年６月１７日 改定



～ 世話人会からのお知らせ ～

１．第１７回全体集会の延期について

新型コロナウイルス感染症の第６波が急拡大しています。

昨年発行したニュース第１５５号で印西・九条の会第１７回全体集会についてご案内し

ましたが、急遽１月７日（土）に世話人会を開き、全体集会の延期を決めました。新型コ

ロナウイルス感染の収束状況を見極め、あらためてご案内させていただきます。

２．今後の取り組み

コロナ禍で一堂に会した「つどい」開催が難しいため、個別の対話・懇談、ミニつどい、

SNSや「にらめっこ」紙上での交流など、工夫していきたいと思います。今後の「会」の

取り組みについて、みなさんからのご意見・ご提案をお寄せ下さい。

３，「にらめっこ」への寄稿・投稿のお願い

コロナ禍で、印西・九条の会ニュース「にらめっこ」の役割が大切になっています。会

員のみなさん、市民のみなさんからの投稿をお寄せ下さい。内容・形式は自由です。１２

００文字程度以内で、つぶやき的な短文投稿も歓迎です。ぜひ、みなさんのご意見や思い

を、お気軽にお寄せ下さい。

４．年会費・募金のお願い

印西・九条の会は、みなさんからの年会費と募金により支えられています。郵便局から

の振替口座に振込んでいただく場合は、下記口座にお願い致します。

振替口座 記号番号００１８０－０－４２６５４１ 加入者名 印西・九条の会
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編
集
日
誌

▼
今
年
は
日
本
国
憲
法
が
１
９
４
７
年
５
月
３
日

に
施
行
さ
れ
て
７
５
年
で
す
。
憲
法
は
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
へ
の
痛
苦
な
反
省
の
上
に
立
っ
て
、

「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
」

（
前
文
）
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
岸
田
政
権
は
憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
９
条

改
憲
の
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
憲
法
が

掲
げ
た
原
点
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
憲
法
施
行

の
節
目
の
年
を
、
憲
法
を
守
り
生
か
す
転
機
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
倍
元
首
相
が
２
０
１
７
年
の
憲
法
記
念
日
に

言
い
出
し
た
「
２
０
年
中
の
改
憲
」
の
企
て
は
行

き
詰
ま
り
ま
し
た
。
国
民
多
数
が
改
憲
を
望
ま
ず
、

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
へ
の
反
対
の
声
が
広
が
っ

た
た
め
で
す
。
市
民
と
野
党
の
国
会
内
外
の
運
動

も
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

▼
総
選
挙
後
の
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で
も
、
改

憲
を
求
め
る
声
は
少
数
で
す
。
７
月
の
参
院
選
で

改
憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
む
取
り
組
み
が
急
務

で
す
。
九
条
の
会
も
参
加
す
る
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
全
国
署
名
を
広
げ
、

平
和
な
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
草
の
根
か
ら
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
。


